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生物はなぜ進化するのか。その大きな謎に動かされ、田村浩一郎教授は、
遺伝情報を入力すると進化系統樹が出力されるソフトウェア「MEGA」を
海外の研究者とともに開発。そして現在、MEGAとショウジョウバエを使っ
た実験を組み合わせることで、生物がどのようにして進化したのかを再現し
ようとしている。MEGAと進化遺伝学研究の今を伺った。

TMU ResearchClose-Up

開発しているのですか？

　僕がアメリカに留学した1991～ 93年に、

当時のボスから勧められて開発を始めたの

で、もう25年前になります。その頃の仲間

で今はテンプル大学にいる研究者とは、今

でもコラボレーションを続けています。現

在はバージョンXを開発中で、今年中をめ

どに完成させるつもりです。「X」は「クロス

プラットフォーム」の意味があり、これまで

はWindowsでしか使えなかったMEGAが、

LinuxやMac OSなど全てのプラットフォー

ムで利用できるようになる予定です。

――田村先生は、ご自身でもプログラムを

書かれるのですか？

　今は計算のコアとなる技術的な部分は自

分で書きますが、インターフェース等はアメ

リカでプログラマーに書いてもらっています。

――IT的な部分と生物学的な部分の双方

をお一人でご研究なさる数少ない存在なの

ですね。

　情報学の研究者がつくる技術を、生物学

の研究者が使いやすいようにするのが生命

情報学の役目です。例えば、ヒトのDNA

の塩基配列は約32億の文字で書かれてい

て、近年では、塩基配列を解析する機械（次

世代シーケンサ）の性能が上がり1人分のゲノ

ムが「千ドルゲノム」、つまり約10万円で解
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URA 室 主幹URA 十津川 剛

インタビュアのコメント

首都大学東京 総合研究推進機構HP
インタビューの全文を順次ご紹介します。

https://tmu-rao.jp/miyacology/3869/

写真:増田智泰 

析できる時代になりました。ですがその結

果は、32億の文字が数百ピースに分かれ、

1ピース約1000万文字のミンチの状態で出

力されます。それらをコンピュータでつな

げる必要があるのですが、そのときに生命

情報学による意味づけが求められます。わ

かりやすく言うならば、「十津川さん／お昼

／ご飯／食べる」というピースを「ご飯を／

食べる／お昼が／十津川さん」ではなく、

「十津川さんが／お昼に／ご飯を／食べる」

となるように。そんな研究開発が行われて

います。

　我 は々、タッチスクリーンといったハードウェ

アの進化にMEGAを対応させていったり、2

年で10倍の速度で効率化する次世代シーケ

ンサの進歩に合わせてMEGAの処理スピー

ドを高めるための理論研究なども行っていま

す。MEGAで成果を出した研究者から、使

い勝手についての意見を仰ぐといった、まる

で企業の商品開発のようなこともしていますよ。
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――MEGAを使ったご研究で田村先生が

今最もご興味のあるテーマは何ですか？

　生物がどのように温度変化に適応して進

化するのかです。生物学の研究では、実験

的再現が基本的な検証方法です。生物の

進化については、例えば5億年前と現在と

をタイムマシーンで行き来することはできま

せんから、これまでは地震学や気象学など

他の地球規模のサイエンスと同様に実験的

再現が不可能な学問と考えられてきました。

ところが、進化生物学においては、その再

現が可能になりつつあります。というのも

技術が進み、全ての生物の遺伝情報を読

むことやそれらを編集することも夢ではなく

なってきたからです。それらの技術を使え

ば過去の生物を再現することももはや夢で

はなく、微生物を使った実験進化は既に始

まっています。その対象をもっと広げるた

め、我々の研究室ではショウジョウバエを

使って実験進化にチャレンジしています。

――では、先生の実験によって、もしかす

ると100年後のハエの姿を見ることができ

る？

　いえ、再現しようとしているのは姿では

なくて特定の形質です。例えば寒冷地にす

むユキヒョウは、毛皮の色が白いのですが、

その外見だけでなく、生理学的にも寒さに

強い性質をもっています。そのような生理

学的な性質は速く進化するので、我々はそ

の速さを利用して研究を行っています。今

進んでいる分子生物学の技術とゲノム解析

の技術を組み合わせることで、今後は、映

画「ジュラシックパーク」のように生物の進

化を目の前で再現することが本当にできる

ようになるかもしれません。

――すごいですね。そのような最先端の

研究では国際化が鍵になると思われます。

先生のように国境を超えて研究するために

は何が必要でしょうか。

　今や、科学でも、経済、政治でも、一

国では何もできず、国々が関わって初めて

なし得る時代です。そのためには価値観や

情報伝達の手段、テクノロジーなどをシェ

アして国同士の協働を進みやすくすること

が必要です。日本は島国で、独自の文化や

言語を保ってきました。それは良い面でも

ありますが、そことは切り離し、日本の常

識は世界の常識ではないと割り切って、世

界のやり方やルールに従う姿勢を養うこと
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――初めに、進化遺伝学の概要を教えて

ください。

　読んで字のごとく、「進化」を「遺伝学」を

使って研究する学問です。生物の進化では、

地球の歴史の上で生物が変化していきます

が、遺伝は、世代を通して遺伝情報をコピー

して伝えていますから普通は変化しません。

では、なぜ生き物は変わっていくのか。その

メカニズムを研究するのが進化遺伝学です。

――その研究をつきつめると、生物の何

が分かるのでしょうか。

　地球上の全ての生物が遺伝情報をもって

います。全生物の共通の土台であるそのゲ

ノム（遺伝情報の総体）を比較することで、生

き物同士の関係を知ることができます。例

えば、クジラとイルカは、今は流線型の体

で海を泳いでいますが、かつては陸に生き

る哺乳類でした。では、どんな動物と近い

関係があると思いますか？ 東京工業大学

の岡田典弘教授らが遺伝情報を調べたとこ

ろ、カバに近いことが分かったんですよ。

――なるほど。そうした生物の遺伝情報の

関係を調べるのが「MEGA」の役割なの

ですね？ ところで、今やMEGAは世界中

で使われていますが、先生はいつ頃から

インタビュア:十津川 剛(URA室  主幹URA)
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田村浩一郎教授
Koichiro Tamura
[理学部生命科学科]

が大事です。学生たちには、単に英語が上

手になるということではなく、どの国の人と

もわかり合えるコミュニケーションの能力を

ぜひ身につけて欲しいですね。
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本学の卒業生で落語家の立川寸志さん

と山下英明副学長がご対談。大学の教育や

研究、広報活動に、落語はどんなヒントを

与えてくれるのか。風薫る5月に収録予定。

次号予告（7月刊行予定）

研究と連携／Event & Seminar
首都大学東京の研究と社会をつなぐ活動

首都大学東京  総合研究推進機構NEWS 

Miyacology［首都学（ミヤコロジー）］　
第2号2018年 Summer 
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研究のカッコよさって
何だろうっ!
柴田 徹（URA 室 主席URA・主任研究員）

「Miyacology」の対談を担当していると、

毎回新たな「気づき（Insights）」をいただけ

る。第1号の気づきは「シャープさ」と「ワク

ワク感」で、今回の気づきは「多面性」と

「カッコよさ」だった。

モノゴトを多面的に捉えられる考え方・

視点は、従来にない付加価値を生み出し

R-STORE、BOOK&BEDという新しいビジ

ネスモデルに帰結していた。その根底にあ

るのが「カッコよさ」だ。吉川先生が語った

「教員の教え方のカッコよさ」や淺井氏が

語った「既にあるモノを活かすカッコよさ」

「持たないことのカッコよさ」など、何か…

生き様、美学、スタイルにつうじるすごく大

事なコトに触れた気がする。

他方でこの研究広報誌は、一般の人に広

く首都大学東京の研究のカッコよさを伝え

られているのだろうか？　表紙に始まり、

対談、特集、クローズアップ、裏表紙に至る

まで、カッコよく仕上がっているのだろう

か？どこかに緩み、弛み、スキはないか？ 

自問自答を繰り返しながら手探りで製作し

てきた第2号。皆さまにカッコいい研究広報

誌と認めてもらえるまで私たち製作スタッ

フの苦悩は続く。

編集後記

Art in Tokyo／アートに見る東京
〈首都学〉的美術の読みかた［表紙作品解説］

関川航平は私たちを取り巻く環境に対して

ごく小さな仕掛けを与えることで誰も気づか

なかった状況をあらわにする。たとえば、羽

田空港に隣接する大田区京浜島で行われた

アートイベント「鉄工島FES」では、空を飛ぶ

鳥を数えるという行為をパフォーマンスとして

行い、そのとき撮影した写真、原稿用紙に

綴った言葉などを後日、再構成して複合的な

展示にしてみせた。

7枚のドゥローイング連作には鳥のほか上空

を飛ぶ旅客機やドローンなどさまざまな物体

が描かれる。鳥を目で追う作業がさらに目に

見えない電波や天体の存在にまで達したとき、

東京の片隅でかつては重工業を、今は廃棄物

処理を支えるこの小さな人工島は、むしろ残

された自然や宇宙の物理を感じとれる観測所

になる。人は空を飛ベないが、無為自然の道

が開かれる。

選・文＝楠見 清
［システムデザイン学部インダストリアルアート学科准教授］

関川航平
《鳥の数を数える》 2017 パフォーマンス
展示のためのドゥローイング（7枚組）より
紙に鉛筆 各297×210mm

SEKIGAWA, Kohei／1990年生まれ。筑波大学芸術専門学群特別カリキュラム版画コース卒業。2017年
SICF18 PLAY最優秀賞受賞、個展「以外の見る、を見る」ほか。グループ展2018年「漂白する私性 漂泊する
詩性」（横浜市民ギャラリー）、「トラベラー：まだ見ぬ地を踏むために」（国立国際美術館）ほか。

年次総会のウェブサイトより パーソナルモビリティのモックアップ

※「2020未来社会研究プロジェクト」は東京オリンピック・パラ
リンピックに向けて、本学が独自に東京都への提案と連携
推進を図る目的で行う研究プロジェクトである。

◉シンポジウム詳細及び参加申し込みは下記URLまで
（5月中旬受付開始予定）。
https://tmu-rao.jp/event/3871/

次世代パーソナルモビリティ
モックアップ完成！
開発者：難波 治 教授［システムデザイン学部 
インダストリアルアート学科］

Personal Mobility

未来の人力車をイメージしたこのモビリ

ティは、本学が東京都に向けて提案する

「2020未来社会研究プロジェクト※」の中

で研究開発された。東京を訪れる観光客を

想定しているが、小さくて小回りがきくので

大規模な施設・イベント会場や、交通弱者

の移動支援などでの活躍も期待される。

今号6ページで紹介した田村浩一郎教授

（理学研究科 生命情報研究センター長）が組織委

員長を務めているSMBE 2018の開催にあ

わせて、同会場にて本学主催によるシンポ

ジウムを開催する。テンプル大学Kumer教

授をはじめ第一線で活躍する研究者が進

化遺伝学の最新トピックを紹介する予定。

シンポジウム参加対象者は研究者であるが、

高校生の参加も可能。高校生にとっては研

究の世界に直に触れる良いチャンスかもし

れない（講演は全て英語）。

分子生物学と進化の国際学会（SMBE）
2018年 年次大会 
プレイベントシンポジウム
2018 年7月8日（日） 13:00 ～ 16:30（予定）
会場：パシフィコ横浜 ３階会議室302号室
主催：首都大学東京
参加費：無料

Information

研究成果／Research Result
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